


未曾有の被害をもたらした東日本大震災から6年以上の歳月が経つ。

  熊谷組は、震災直後から多くの復旧・復興事業に携わってきた。

 岩手県の「釜石市中央ブロック復興整備事業設計施工等業務及び建設工事」もそのひとつだ。

 それは、市内１２地区を3ブロック（北・中央・南）に分け、用地買収補助、測量調査設計、建設工事、工事監理を行う事業だ。

２０１３（平成２５）年、同市がプロポーザルによる公募を開始すると、

熊谷組は株式会社小澤組、株式会社新日、日鉄鉱コンサルタント株式会社の4社共同提案体で応募。

厳正なる審査の結果、中央ブロック復興整備事業の最優秀提案者に選定された。

以来、一日も早い復興整備を目指して日々業務に邁進している。

 今回は、その釜石市から復興整備事業の現況をレポートする。

新しいまちづくりで被災地の早期復興に貢献

  釜石市中央ブロック
復興整備事業

発 注 者　 国交省・岩手県・釜石市（都市整備推進室・下水道課・水道事業所・復興住宅整備室）

共同提案体　　株式会社熊谷組・株式会社小澤組・株式会社新日・

　　　　　　日鉄鉱コンサルタント株式会社

施 工 者　　株式会社熊谷組･株式会社小澤組（ＪＶ）

工事場所　　岩手県釜石市東部地区及び嬉石松原地区

期　　間　　平成２５年１２月１６日～平成３１年3月２５日

事業内容　　用地買収補助（新日）、

　　　　　　測量調査設計（新日・日鉄鉱コンサルタントＪＶ）

　　　　　　建設工事（熊谷組・小澤組ＪＶ）、工事監理（熊谷組・新日ＪＶ）

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で

釜
石
市
復
興
整
備
事
業
に
参
画

　
２
０
１
１（
平
成
２３
）
年
３
月
１１
日
、東

北
地
方
を
中
心
に
大
き
な
被
害
を
も
た

ら
し
た
「
東
日
本
大
震
災
」
。
全
半
壊
家

屋
は
４０
万
棟
以
上
、死
者
、行
方
不
明
者

な
ど
２
万
人
以
上
が
犠
牲
と
な
っ
た
。
あ

れ
か
ら
六
年
以
上
の
歳
月
が
流
れ
た
が
、

今
も
約
３
万
世
帯
が
仮
設
住
宅
に
暮
ら

し
、
全
国
で
約
１０
万
人
が
避
難
生
活
を

送
っ
て
い
る
。

 

熊
谷
組
は
震
災
直
後
か
ら
今
日
に

至
る
ま
で
、
各
被
災
地
に
お
い
て
、
多
く

の
人
材
と
持
ち
得
る
技
術
を
導
入
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
復
旧
・
復
興
事
業
に
携
わ
っ

て
い
る
。

 

そ
の
う
ち
の
ひ
と
つ
と
し
て
、熊
谷
組

は
四
年
前
か
ら
「
釜
石
市
中
央
ブ
ロ
ッ
ク

復
興
整
備
事
業
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

こ
れ
は
釜
石
市
の
１２
の
地
区
を
３
ブ
ロ
ッ

ク
に
分
け
、宅
地
造
成
、道
路
整
備
等
に

関
す
る
用
地
買
収
補
助
、測
量
調
査
設
計
、

建
設
工
事
、
工
事
監
理
を
共
同
提
案
体

で
行
い
、設
計
施
工
協
力
型
発
注
方
式
で

実
施
し
て
い
る
事
業
だ
。

 

２
０
１
３
（
平
成
２５
）
年
８
月
に
熊
谷

組
、株
式
会
社
小
澤
組
、株
式
会
社
新
日
、

日
鉄
鉱
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
株
式
会
社
の

４
社
の
共
同
提
案
体
で
中
央
ブ
ロ
ッ
ク
に

応
募
。
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
審
査
の
結
果
、最

優
秀
提
案
者
と
し
て
中
央
ブ
ロ
ッ
ク
復
興

整
備
事
業
共
同
提
案
体
に
特
定
さ
れ
た
。

中
心
市
街
地
で
展
開
す
る

大
規
模
な
復
興
工
事 

 

釜
石
市
は
、岩
手
県
の
南
東
部
、三
陸

復
興
国
立
公
園
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し

太
平
洋
に
面
し
て
い
る
。
東
北
地
方
有
数

の
重
工
業
都
市
と
し
て
も
有
名
で
あ
る
。

し
か
し
、東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、当
市

で
も
１
千
名
を
超
え
る
人
々
が
犠
牲
に

な
り
、街
は
ほ
ぼ
壊
滅
状
態
と
化
し
た
。

 

当
事
業
は
、釜
石
市
の
中
心
市
街
地
で
、

釜
石
湾
を
囲
む
「
東
部
地
区
」
及
び
「
嬉

石
松
原
地
区
」
に
お
け
る
復
興
整
備
だ
。

東
部
地
区
は
、
約
２９
・
８
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

区
域
で
、主
に
津
波
復
興
拠
点
整
備
事
業
、

漁
港
施
設
機
能
強
化
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
嬉
石
松
原
地
区
は
、
約
１３
ヘ
ク
タ

ー
ル
の
区
域
で
、被
災
市
街
地
復
興
土
地

区
画
整
理
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

 

こ
の
事
業
の
う
ち
、建
設
工
事
は
嵩
上

げ
盛
土
に
よ
る
宅
地
造
成
や
津
波
で
損

傷
し
た
管
渠
の
更
新
な
ど
。
工
事
で
は
嵩

東部地区東側 東前～浜町・着工前（２０１４.６）

（２０１７.９）

（２０１６.１０）

着工開始（２０１４.１２）

高める、 つくる、 そして、 支える。

東部地区東側復興事業の様子

釜石線釜石線

南リアス線

熊谷組施工範囲

甲子川

釜石港

嬉石松原地区

甲子川水門（工事中）

東部地区

釜石市役所釜石

釜石駅駅釜石駅
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釜石市中央ブロック復興整備事業
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太
平
洋
に
面
し
て
い
る
。
東
北
地
方
有
数

の
重
工
業
都
市
と
し
て
も
有
名
で
あ
る
。

し
か
し
、東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、当
市

で
も
１
千
名
を
超
え
る
人
々
が
犠
牲
に

な
り
、街
は
ほ
ぼ
壊
滅
状
態
と
化
し
た
。

 

当
事
業
は
、釜
石
市
の
中
心
市
街
地
で
、

釜
石
湾
を
囲
む
「
東
部
地
区
」
及
び
「
嬉

石
松
原
地
区
」
に
お
け
る
復
興
整
備
だ
。

東
部
地
区
は
、
約
２９
・
８
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

区
域
で
、主
に
津
波
復
興
拠
点
整
備
事
業
、

漁
港
施
設
機
能
強
化
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
嬉
石
松
原
地
区
は
、
約
１３
ヘ
ク
タ

ー
ル
の
区
域
で
、被
災
市
街
地
復
興
土
地

区
画
整
理
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

 

こ
の
事
業
の
う
ち
、建
設
工
事
は
嵩
上

げ
盛
土
に
よ
る
宅
地
造
成
や
津
波
で
損

傷
し
た
管
渠
の
更
新
な
ど
。
工
事
で
は
嵩

東部地区東側 東前～浜町・着工前（２０１４.６）

（２０１７.９）

（２０１６.１０）

着工開始（２０１４.１２）

高める、 つくる、 そして、 支える。

東部地区東側復興事業の様子

釜石線釜石線

南リアス線

熊谷組施工範囲

甲子川

釜石港

嬉石松原地区

甲子川水門（工事中）

東部地区

釜石市役所釜石

釜石駅駅釜石駅
●●●

●

釜石市中央ブロック復興整備事業



上
げ
盛
土
材
を
三
陸
縦
貫
道
建
設
工
事

の
掘
削
土
で
補
う
こ
と
や
、
嵩
上
げ
盛

土
材
の
仕
様
は
、粒
経
３７
・
５
ミ
リ
以
上

１
０
０
ミ
リ
ア
ン
ダ
ー
以
下
が
４０
％

未
満
で
管
理
す
る
こ
と
が
決
め
ら
れ

て
い
る
。
そ
の
た
め
熊
谷
組(

Ｊ
Ｖ)

は
、

板
木
山
、平
田
、唐
丹
の
仮
置
場
の
管
理

を
受
け
持
ち
、１
日
に
約
１
８
０
０
〜
２

０
０
０
ト
ン
の
混
合
土
の
製
造
が
可

能
な
巨
大
プ
ラ
ン
ト
を
平
田
に
設
置
し

て
混
合
盛
土
材
の
製
造
管
理
も
行
っ
て

い
る
。

 

さ
ら
に
熊
谷
組
は
、こ
の
事
業
と
は

別
に
株
式
会
社
本
間
組
、株
式
会
社
小

澤
組
と
の
共
同
企
業
体
で
、釜
石
市
を
流

れ
る
甲
子
川
の
河
口
部
に
、津
波
か
ら
市

街
地
を
守
る
海
岸
防
潮
堤
と
な
る
甲
子

川
水
門
新
設
工
事
に
も
携
わ
っ
て
い
る
。

早
期
復
興
を
目
標
に

工
事
全
体
を
統
括

 

現
場
を
統
括
す
る
釜
石
中
央
工
事
所

の
安
間
正
明
統
括
所
長
は
、
長
年
に
わ

た
り
中
四
国
支
店
で
造
成
工
事
に
携
わ

っ
て
き
た
ベ
テ
ラ
ン
技
術
者
だ
。「
こ
の

現
場
を
自
身
の
集
大
成
に
し
た
い
」
と

考
え
、
被
災
地
に
赴
任
し
た
。
安
間
統

括
所
長
は
当
復
興
工
事
に
お
け
る
い
く

つ
か
の
問
題
点
を
指
摘
し
た
。
用
地
買

収
交
渉
の
難
し
さ
、
電
柱
の
移
設
や
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
な
ど
の
埋
設
管
施
工
の
対

応
の
遅
れ
、盛
土
材
の
管
理
、居
住
者
の

生
活
道
路
の
確
保
な
ど
、こ
れ
ら
の
施

設
管
理
者
（
事
業
者
）
が
多
岐
に
わ
た

る
こ
と
か
ら
、い
ず
れ
も
調
整
と
解
決

に
時
間
が
か
か
る
も
の
で
あ
っ
た
。

 

さ
ら
に
後
藤
俊
一
副
所
長
も
続
け
て
、

「
今
ま
で
経
験
し
な
か
っ
た
施
工
の
連

続
で
、戸
惑
う
ば
か
り
で
す
」
と
話
す
。

 

今
回
の
震
災
で
、
低
い
場
所
は
津
波

で
被
災
し
、
高
い
場
所
は
津
波
の
被
害

を
逃
れ
た
。
高
い
場
所
に
残
っ
た
人
々

の
生
活
に
支
障
の
な
い
よ
う
に
、
低
い

場
所
の
盛
土
工
事
を
進
め
る
た
め
に
は
、

電
柱
や
埋
設
管
、道
路
を
何
度
も
移
設

し
な
が
ら
施
工
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

工
事
を
進
め
る
た
め
に
は
多
数
の
地
権

者
す
べ
て
の
同
意
も
必
要
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
普
通
の
造
成
工
事
に
は
な
い
、

極
め
て
特
異
な
施
工
環
境
だ
。

 

ま
た
、
本
事
業
に
関
わ
る
担
当
者
の

ひ
と
り
が
、フ
ァ
ス
ト
ト
ラ
ッ
ク
方
式
＊

を
採
用
し
て
い
る
の
で
、設
計
変
更
が
生

じ
る
た
び
に
施
工
も
変
更
せ
ざ
る
を
得

な
い
と
い
う
現
場
の
厳
し
さ
を
挙
げ
た
。

 

し
か
し
、
安
間
統
括
所
長
は
穏
や
か

に
こ
う
話
す
。「
問
題
や
課
題
は
確
か

に
あ
る
が
、関
係
す
る
官
民
が
一
体
と
な

り
、そ
れ
ら
を
し
っ
か
り
検
討
し
合
っ
て
、

辛
抱
強
く
、
柔
軟
に
対
処
し
て
い
く
こ

と
が
最
善
策
。
誰
も
が
み
な
、早
期
復
興

を
目
標
に
頑
張
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、解

決
の
糸
口
は
必
ず
見
つ
か
る
は
ず
で
す
」
。

後
藤
副
所
長
も
、「
復
興
工
事
に
お
け

る
法
や
制
度
が
現
場
の
ニ
ー
ズ
に
マ
ッ

チ
し
て
い
な
い
中
で
、こ
う
し
た
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
事
業
者
と
協
議
し
な
が
ら
、

工
事
全
体
を
統
括
し
て
進
め
る
の
は
、

わ
れ
わ
れ
ゼ
ネ
コ
ン
に
し
か
で
き
な
い

仕
事
で
す
」
と
続
け
る
。

工
期
の
終
盤
を
見
据
え
新
し
い

ま
ち
づ
く
り
に
大
き
く
貢
献

　
取
材
に
応
じ
た
多
く
の
工
事
担
当
者

ら
は
、こ
の
四
年
間
を
振
り
返
っ
て「
着
工

当
初
は
資
材
や
人
材
の
不
足
も
あ
り
、本

当
に
大
変
な
日
々
だ
っ
た
が
、最
近
よ
う

や
く
落
ち
着
い
て
き
た
よ
う
に
思
う
」
と

話
す
。宅
地
造
成
が
進
み
、引
渡
し
が
加
速

し
て
お
り
、街
に
人
が
戻
っ
て
き
て
い
る
。

　
い
ま
ま
で
積
極
的
に
各
地
区
の
行
事

に
参
加
し
た
り
、
住
民
の
要
望
に
耳
を

傾
け
た
り
す
る
な
ど
、
被
災
地
に
溶
け

こ
む
た
め
に
地
域
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
っ
て
き
た
が
、い
ま
で
は
信

頼
度
も
増
し
、
密
度
の
濃
い
情
報
を
得

ら
れ
る
ま
で
に
な
っ
た
。

東部只越町を望む（２０１７.９） 造成工事完成後（２０１７.１） 東部浜町 水産加工団地・造成工事状況（２０１４.１２）

嬉石松原地区全景（２０１７.９） 嬉石松原地区 現区１０-3路線3号公園・着工前（２０１３.７）嬉石松原地区 嬉石交差点・着工前（２０１３.７）

後藤俊一 工事所副所長

城土直 所長

町屋孝浩 工事所副所長

江藤宗英 所長

石川晋 所長

齊藤輝幸 副所長牧田孝之 副所長

山口孝志 工事所副所長

安間正明 統括所長

国道４５号嵩上盛土（２０１５.２）

国道２８３号迂回路変更・着工前（２０１４.６）

国道２８３号旧本線・着工前（２０１３.６）

国道４５号・２８３号松原切り替え前(２０１５.３)

国道４５号迂回路切り替え夜間工事（２０１５.３）

国道４５号・２８３号松原交差点完成（２０１６.３）

高める、 つくる、 そして、 支える。

＊
全
体
の
設
計
が
完
成
す
る
の
を
待
た
ず
に

　
設
計
が
終
わ
っ
た
部
分
か
ら
工
事
を
進
め
る

嬉石松原地区の復興整備



上
げ
盛
土
材
を
三
陸
縦
貫
道
建
設
工
事

の
掘
削
土
で
補
う
こ
と
や
、
嵩
上
げ
盛

土
材
の
仕
様
は
、粒
経
３７
・
５
ミ
リ
以
上

１
０
０
ミ
リ
ア
ン
ダ
ー
以
下
が
４０
％

未
満
で
管
理
す
る
こ
と
が
決
め
ら
れ

て
い
る
。
そ
の
た
め
熊
谷
組(

Ｊ
Ｖ)

は
、

板
木
山
、平
田
、唐
丹
の
仮
置
場
の
管
理

を
受
け
持
ち
、１
日
に
約
１
８
０
０
〜
２

０
０
０
ト
ン
の
混
合
土
の
製
造
が
可

能
な
巨
大
プ
ラ
ン
ト
を
平
田
に
設
置
し

て
混
合
盛
土
材
の
製
造
管
理
も
行
っ
て

い
る
。

 

さ
ら
に
熊
谷
組
は
、こ
の
事
業
と
は

別
に
株
式
会
社
本
間
組
、株
式
会
社
小

澤
組
と
の
共
同
企
業
体
で
、釜
石
市
を
流

れ
る
甲
子
川
の
河
口
部
に
、津
波
か
ら
市

街
地
を
守
る
海
岸
防
潮
堤
と
な
る
甲
子

川
水
門
新
設
工
事
に
も
携
わ
っ
て
い
る
。

早
期
復
興
を
目
標
に

工
事
全
体
を
統
括

 

現
場
を
統
括
す
る
釜
石
中
央
工
事
所

の
安
間
正
明
統
括
所
長
は
、
長
年
に
わ

た
り
中
四
国
支
店
で
造
成
工
事
に
携
わ

っ
て
き
た
ベ
テ
ラ
ン
技
術
者
だ
。「
こ
の

現
場
を
自
身
の
集
大
成
に
し
た
い
」
と

考
え
、
被
災
地
に
赴
任
し
た
。
安
間
統

括
所
長
は
当
復
興
工
事
に
お
け
る
い
く

つ
か
の
問
題
点
を
指
摘
し
た
。
用
地
買

収
交
渉
の
難
し
さ
、
電
柱
の
移
設
や
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
な
ど
の
埋
設
管
施
工
の
対

応
の
遅
れ
、盛
土
材
の
管
理
、居
住
者
の

生
活
道
路
の
確
保
な
ど
、こ
れ
ら
の
施

設
管
理
者
（
事
業
者
）
が
多
岐
に
わ
た

る
こ
と
か
ら
、い
ず
れ
も
調
整
と
解
決

に
時
間
が
か
か
る
も
の
で
あ
っ
た
。

 

さ
ら
に
後
藤
俊
一
副
所
長
も
続
け
て
、

「
今
ま
で
経
験
し
な
か
っ
た
施
工
の
連

続
で
、戸
惑
う
ば
か
り
で
す
」
と
話
す
。

 

今
回
の
震
災
で
、
低
い
場
所
は
津
波

で
被
災
し
、
高
い
場
所
は
津
波
の
被
害

を
逃
れ
た
。
高
い
場
所
に
残
っ
た
人
々

の
生
活
に
支
障
の
な
い
よ
う
に
、
低
い

場
所
の
盛
土
工
事
を
進
め
る
た
め
に
は
、

電
柱
や
埋
設
管
、道
路
を
何
度
も
移
設

し
な
が
ら
施
工
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

工
事
を
進
め
る
た
め
に
は
多
数
の
地
権

者
す
べ
て
の
同
意
も
必
要
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
普
通
の
造
成
工
事
に
は
な
い
、

極
め
て
特
異
な
施
工
環
境
だ
。

 

ま
た
、
本
事
業
に
関
わ
る
担
当
者
の

ひ
と
り
が
、フ
ァ
ス
ト
ト
ラ
ッ
ク
方
式
＊

を
採
用
し
て
い
る
の
で
、設
計
変
更
が
生

じ
る
た
び
に
施
工
も
変
更
せ
ざ
る
を
得

な
い
と
い
う
現
場
の
厳
し
さ
を
挙
げ
た
。

 

し
か
し
、
安
間
統
括
所
長
は
穏
や
か

に
こ
う
話
す
。「
問
題
や
課
題
は
確
か

に
あ
る
が
、関
係
す
る
官
民
が
一
体
と
な

り
、そ
れ
ら
を
し
っ
か
り
検
討
し
合
っ
て
、

辛
抱
強
く
、
柔
軟
に
対
処
し
て
い
く
こ

と
が
最
善
策
。
誰
も
が
み
な
、早
期
復
興

を
目
標
に
頑
張
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、解

決
の
糸
口
は
必
ず
見
つ
か
る
は
ず
で
す
」
。

後
藤
副
所
長
も
、「
復
興
工
事
に
お
け

る
法
や
制
度
が
現
場
の
ニ
ー
ズ
に
マ
ッ

チ
し
て
い
な
い
中
で
、こ
う
し
た
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
事
業
者
と
協
議
し
な
が
ら
、

工
事
全
体
を
統
括
し
て
進
め
る
の
は
、

わ
れ
わ
れ
ゼ
ネ
コ
ン
に
し
か
で
き
な
い

仕
事
で
す
」
と
続
け
る
。

工
期
の
終
盤
を
見
据
え
新
し
い

ま
ち
づ
く
り
に
大
き
く
貢
献

　
取
材
に
応
じ
た
多
く
の
工
事
担
当
者

ら
は
、こ
の
四
年
間
を
振
り
返
っ
て「
着
工

当
初
は
資
材
や
人
材
の
不
足
も
あ
り
、本

当
に
大
変
な
日
々
だ
っ
た
が
、最
近
よ
う

や
く
落
ち
着
い
て
き
た
よ
う
に
思
う
」
と

話
す
。宅
地
造
成
が
進
み
、引
渡
し
が
加
速

し
て
お
り
、街
に
人
が
戻
っ
て
き
て
い
る
。

　
い
ま
ま
で
積
極
的
に
各
地
区
の
行
事

に
参
加
し
た
り
、
住
民
の
要
望
に
耳
を

傾
け
た
り
す
る
な
ど
、
被
災
地
に
溶
け

こ
む
た
め
に
地
域
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
っ
て
き
た
が
、い
ま
で
は
信

頼
度
も
増
し
、
密
度
の
濃
い
情
報
を
得

ら
れ
る
ま
で
に
な
っ
た
。

東部只越町を望む（２０１７.９） 造成工事完成後（２０１７.１） 東部浜町 水産加工団地・造成工事状況（２０１４.１２）

嬉石松原地区全景（２０１７.９） 嬉石松原地区 現区１０-3路線3号公園・着工前（２０１３.７）嬉石松原地区 嬉石交差点・着工前（２０１３.７）

後藤俊一 工事所副所長

城土直 所長

町屋孝浩 工事所副所長

江藤宗英 所長

石川晋 所長

齊藤輝幸 副所長牧田孝之 副所長

山口孝志 工事所副所長

安間正明 統括所長

国道４５号嵩上盛土（２０１５.２）

国道２８３号迂回路変更・着工前（２０１４.６）

国道２８３号旧本線・着工前（２０１３.６）

国道４５号・２８３号松原切り替え前(２０１５.３)

国道４５号迂回路切り替え夜間工事（２０１５.３）

国道４５号・２８３号松原交差点完成（２０１６.３）

高める、 つくる、 そして、 支える。

＊
全
体
の
設
計
が
完
成
す
る
の
を
待
た
ず
に

　
設
計
が
終
わ
っ
た
部
分
か
ら
工
事
を
進
め
る

嬉石松原地区の復興整備



発行●株式会社熊谷組

発行日●平成２９年１１月1日

企画●サンケイ総合印刷株式会社

制作●オーシャンデザインワークス

★本誌は再生紙を使用しています。

熊谷組 最近のトピックス

　
２
０
１
９
（
平
成
３１
）
年
に
は
、ラ
グ

ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
開
催
地
の
ひ

と
つ
に
釜
石
市
が
決
定
し
て
い
る
。
か
つ

て
は
”北
の
鉄
人
”と
呼
ば
れ
た
ラ
グ

ビ
ー
チ
ー
ム
が
あ
っ
た
釜
石
で
あ
る
。

こ
れ
を
ま
た
復
興
へ
の
励
み
に
し
た
い

と
願
う
地
域
の
方
々
の
想
い
に
寄
り

添
い
、
本
事
業
も
一
日
も
早
い
復
興
を

目
指
し
、
安
間
統
括
所
長
を
は
じ
め
、

多
く
の
担
当
者
ら
は
あ
ら
た
め
て
身
を

引
き
締
め
る
。

　
街
が
元
の
姿
に
戻
る
ま
で
の
道
の
り

は
遠
い
。
で
も
、着
実
に
、一
歩
ず
つ
進
ん

で
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
熊
谷
組
は
、こ
う

し
た
復
興
事
業
へ
の
参
画
を
通
じ
て
、

次
の
世
代
に
安
心
し
て
引
き
継
い
で
い

け
る
街
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
く
。

熊谷組の土木技術を駆使して、今も東北各地で復旧・復興に尽力しています。

二級河川甲子川筋甲子川水門土木工事
大津波から人命や財産、地域全体を守るため、釜石市を流れる甲子川の河口部に、釜石湾海岸防潮堤とつながる水門を新たに建設して
いる。水門本体並びに防潮堤の高さをT.P.（東京湾平均海面）＋６.１mに設定。これは、数十年から百数十年に一度発生する津波を想定。
しばしば台風などによる自然災害で水没し、施工の中断を余儀なくされるも、２０２０年の完成に向けて施工中だ。

発注者●岩手県
設計者●株式会社東京建設コンサルタント
構造・規模●水門本体工　1基／基礎工（鋼管杭）４３８本／護床ブロック１,０１８個／管理桟橋工１１８.８m／特殊堤工８０.０m／仮設工　一式

気仙沼線桜川橋梁改築工事
津波によって流された気仙沼線桜川橋梁の解体及び改築工事。これは宮城県が設定する河川堤防嵩上げとの整合を図り、安全性を高
めるための重要な工事として、現在完工を目指している。

発注者・設計者●東日本旅客鉄道株式会社 東北工事事務所
構造・規模●安全設備：1式／場所打ち杭(オールケーシング工)：φ１２００  L=１５.５m(１６本)、L=１７.５m(9本)／橋台(RC)：2基／
　　　　　 PRCランガー桁：橋長L=７４m／掘削土留工：鋼矢板Ⅳ型　N=３００枚　L=１２.０m　作業構台工：下部工９１.２t、上部工１５４.３t／保安費：1式／
　　　　　 労務経費：1式／地盤改良:φ２２００　L=１３～１５.５m　N=５５３本／盛土：１９,４２５.７m3

マスコットキャラクター・くま所長

　熊谷組は平成２９年2月２１日、経済産業省から“特に優良な健
康経営を実践している企業”として、「『健康経営優良法人２０１７』
ホワイト５００」に認定されました。
　健康経営優良法人制度とは、地域の健康課題に即した取組
みや日本健康会議が進める健康増進の取組みをもとに、特に
優良な健康経営を実践している大企業や中小企業等の法人を
顕彰する制度です。

■ 「『健康経営優良法人２０１７』
　 ホワイト５００」に認定

　熊谷組は、みなさまからより一層親しまれる企業をめざし、
平成２９年4月、マスコットキャラクターを制定しました。キャラ
クターの名称は「くま所長」です。くま所長は「熊谷組なんでも
研究所（KUMAGAI NANDEMO LABORATORY）」の所長
です。くま所長を通し
て、幅広い年齢層のみ
なさまに当社への関
心をもっていただき、
さまざまな場所で新
たなコミュニケーショ
ンが生まれるきっかけ
になることを期待して
います。 

■ 熊谷組のマスコット
　キャラクターを制定

　平成２９年8月、「熊谷組グループ コーポレートレポ
ート ２０１７」を発行しました。２０１６年4月に策定した「熊
谷組グループビジョン」で掲げる「高める、つくる、そし
て、支える。」をキーワードに構成し、トップコミットメン
トや経営方針、中期経営計画の進捗報告、事業内容、も
のづくりの姿勢を紹介しています。 
※本冊子のダウンロードは熊谷組ホームページから。

　熊谷組は、社会の変化に対応した技術開発と事業領域の拡大のひと
つとして、在宅介護等における自立生活支援型の歩行器「フローラ・
テンダー（FLORA・TENDER）」を開発しました。立ち上がり介助機能
や体重免荷機能を有し、転倒の心配も無く、安心して歩くことができる
歩行器です。

■ 「コーポレートレポート
　２０１７」を発行

■ 在宅自立歩行支援器
　「フローラ・テンダー」を
　開発

当社関連の受賞は以下の通りです。 

■技術賞 Iグループ

　●高度な無人化施工技術を核とした総合的なi-Constructionによる災害緊急対応　　　

　　－ 阿蘇大橋地区斜面防災対策（直轄砂防災害関連緊急事業） －　

　●日本初の地下鉄営業線の平面交差解消事業

　　－ 鉄道7路線の安定輸送を可能にした東京メトロ有楽町線・副都心線連絡線設置工事 －　

■吉田賞 論文部門

　●ダムコンクリートにおける自己収縮ひずみの評価方法に関する研究

　　 　　　　　[土木学会論文集E2（材料・コンクリート構造）Vol.７２,No.２,９７-１０８,２０１６.]

■ 平成２８年度土木学会賞を受賞

仕様：A4・６４ページ／発行部数：１４,０００部／発行日：２０１７年8月３１日 ※第４４回国際福祉機器展（２０１７年9月２７日～２９日・東京ビックサイト）に出展されました。

平田地区仮置場盛土材受入プラント（２０１７.９）

甲子川水門（着工前）

桜川橋梁下流側より（着工前） （現　況)

イルミネーションで装飾し、
復興への想いを共感

自然災害による水没で施工が中断

（現　況　２０１７.9）

高める、 つくる、 そして、 支える。
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　熊谷組は、みなさまからより一層親しまれる企業をめざし、
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